
　
４
月
６
日
、
能
代
地
区
交
通
安
全
協
会
八

森
支
部
（
池
田
忠
男
支
部
長
）
の
主
催
で
国

道
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
清
掃
活
動
は
、
日
頃
利
用
し
て
い
る

道
路
の
清
掃
や
運
転
者
の
マ
ナ
ー
向
上
及
び

交
通
安
全
の
啓
発
を
目
的
に
平
成
27
年
か
ら

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
堀
内
満
也
町
長
、
支
部
役
員

の
ほ
か
老
人
ク
ラ
ブ
や
小
学
生
を
含
む
27
名

が
参
加
し
、
八
峰
消
防
署
周
辺
か
ら
浜
田
地

区
ま
で
の
国
道
１
０
１
号
線
の
歩
道
の
清
掃

を
行
い
、
15
袋
分
の
ゴ
ミ
を
拾
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
春
の
青
空
の
下
、
清
々
し
い

汗
を
流
し
な
が
ら
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
４
月
３
日
、
能
代
地
区
交
通
安
全
協
会
主

催
で
八
森
小
学
校
の
新
一
年
生
に
交
通
安
全

意
識
の
高
揚
を
目
的
と
し
た
学
用
品
の
贈
呈

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
観
海
、
八
森
、
岩
館
の
八
森
地
区
３
支
部

の
支
部
長
が
八
森
小
学
校
を
訪
れ
、
安
部
校

長
に
学
用
品
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
八
森
地
区
の
池
田
支
部
長
は
「
子
ど
も
た

ち
が
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
学
用
品

を
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。
１
年
生
の
皆
さ

ん
の
交
通
安
全
意
識
が
高
ま
っ
て
く
れ
た
ら

良
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

　
４
月
５
日
、
能
代
警
察
署
で
春
の
全
国
交

通
安
全
運
動
の
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
式
で
は
関
係
機
関
・
団
体
が
集
ま
り
、

交
通
死
亡
事
故
の
撲
滅
を
目
指
し
て
、
各
種

活
動
に
力
を
入
れ
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
交
通
安
全
功
労
者
に
表
彰
の
伝
達

が
行
わ
れ
、
八
峰
中
学
校
が
優
良
交
通
団
体

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
八
峰
中
を
代
表
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
米
森

雄
大
さ
ん
が
、
能
代
署
長
か
ら
表
彰
状
と
記

念
盾
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
交
通
安
全
運
動
は
６
日
〜
15
日
に
わ
た
っ

て
実
施
さ
れ
、
能
代
山
本
地
区
で
は
街
頭
啓

発
や
交
通
安
全
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
４
月
14
日
、
峰
浜
地
区
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

が
実
施
さ
れ
、
早
朝
か
ら
多
く
の
住
民
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
５
時
30
分
に
集
ま
っ
た
住
民
が
道
路
や
側

溝
に
落
ち
て
い
る
ご
み
を
拾
い
集
め
、
自
分

の
住
ん
で
い
る
地
域
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と

取
り
組
み
ま
し
た
。

　
回
収
さ
れ
る
ご
み
の
量
は
、
毎
年
な
か
な

か
減
ら
ず
、
廃
タ
イ
ヤ
や
家
電
な
ど
大
き
な

ご
み
が
捨
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
一

人
ひ
と
り
の
マ
ナ
ー
の
向
上
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　
お
互
い
声
を
掛
け
合
い
、
き
れ
い
で
住
み

よ
い
町
づ
く
り
に
す
る
た
め
に
、
協
力
し
て

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
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健康はっぽう21ひろば

　帯状疱疹とは、５０歳以上になると増加し、８０歳までに３人に１人が罹患すると推定
されており、子どもの頃に水ぼうそう（水痘）にかかったことのある人がなる病気です。
また、発症すると皮膚の痛みやかゆみが３～４週間続くほか、約２割の方に数か月から数
年にかけて神経痛（帯状疱疹神経痛）が持続する場合があります。
●対象者：接種日において八峰町民の５０歳以上の方（過去に帯状疱疹にかかったことが

ある方も接種できます）

●助成額・助成回数

●申込方法：ご希望の方は、ワクチン種類を決めてから、予防接種を受ける前に、
福祉保健課　健康推進係までお電話ください。

令和６年度から帯状疱疹予防接種の対象者を拡大します

　肺炎は日本の死亡原因の第５位であり、成人の肺炎の約２～３割は、肺炎球菌という細
菌により引き起こされるとの報告があります。高齢者肺炎球菌ワクチンは、肺炎の主要な
原因である肺炎球菌の感染症を予防できるワクチンです。

●対象者
　八峰町に住民票があり、過去に肺炎球菌ワクチン（２３価肺炎莢膜ポリサッカライドワ
クチン）を接種したことがない方が対象です。
①満６５歳の方（６５歳の誕生日の前日から６６歳の誕生日の前日まで）

②満６０～満６５歳未満で心臓や腎臓、呼吸器の機能又はＨＩＶによる免疫の機能に身体
障害者手帳１級程度の障がいのある方。

●予診票発送時期
　誕生日の月末に発送予定です。
※令和５年度中に６５歳を迎えた方（未接種の方）も、令和６年度に６６歳の誕生日を
迎える前日まで、接種可能です。

　　ご希望の方は、下記問合せ先までご連絡ください。

●助成回数
　生涯１回のみ

●接種料金
　医療機関によって異なります。請求時に助成額４,０００円を引いた額が請求されます。

令和６年度から高齢者肺炎球菌の定期接種対象者が変わります

生ワクチン
不活化ワクチン

５,０００円　 　　
１０,０００円 (１回 )

生涯１回
生涯２回

※助成はどちらか１種類のワクチンのみです。
※請求時に助成額を引いた額が請求されます。

ワクチン種類 助　成　額 助成回数

■問合せ先　福祉保健課　健康推進係　☎76-4608
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